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○難病対策 

 ＜医療費の自己負担の軽減＞ 

特定疾患治療研究事業（H19年度 45疾病 → ？ ） 
246億 4348.7万円 → 282億 4303.3万円（同 14.6％増、35億 9954.6万円増） 

＊概算要求…327億 1170.7万円（同 32.7％増、80億 6822万円増） 

 
 ＜調査研究の推進＞ 

△ 難治性疾患克服研究事業（H19年度 123疾病 → ？ ） 
     25億 6970.7万円 →  24億 4122.3万円（同 5.0％減、1億 2848.4万円減） 

＊概算要求…30億 8364.9万円（同 20％増、5億 1394.2万円増） 

 
 ＜地域における保健医療福祉の充実・連携＞ 

     難病相談・支援センター事業       2億 5867.4万円  →  2億 7398.1万円（1530.7万円増） 
 △   重症難病患者入院施設確保事業   1億   798.5万円  →  1億   730.0万円（    68.5万円減） 
     難病患者地域支援対策推進事業   1億 7552.0万円  →  1億 7744.0万円（  192.0万円増） 
 △   神経難病患者在宅医療支援事業     2352.4万円  →          1560.9万円（  791.5万円減） 
     難病患者認定適正化事業        9791.0万円  →  1億   786.5万円（  995.5万円増） 
     難病情報センター事業         2867.5万円  →          4259.9万円（1392.4万円増） 
 
 ＜ＱＯＬの向上をめざした福祉施策の推進＞ 

    難病患者等居宅生活支援事業  2億 7680.7万円  →  2億 7680.7万円（同額） 
 
 

○小児慢性特定疾患治療研究事業（514疾病 11疾患群） 

108.7億円 → 109.4億円（同 0.6％増、7000万円増） 
                        ＊概算要求と同額 

 
 

○自立支援医療 1313億円 → 1414億円（前年比 7.7％増、101億円増） 
＊概算要求…1350億円（同 2.8％増、37億円増） 

 
△    育成医療    26億円 →   19億円（同 26.9％減、7億円減） 

                                ＊概算要求と同額 
 

更生医療 513億円 → 537億円（同 4.7％増、24億円増） 
＊概算要求…493億円（同 3.9％減、20億円減） 

＊H19年度に、生活保護制度の人工透析医療扶助分（10割）を計上 
 

精神通院 774億円 → 858億円（同 10.9％増、84億円増） 
＊概算要求…838億円（同 8.3％増、64億円増）  

 


